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友
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事
抜
粋

巻

号

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
十
一
ー
五
゜

年

月

日

T
・
ニ

・
ニ

・
十
二
〕

0
本
校
の
生
徒
募
集
本
校
に
於
て
は
、
本
年
四
月
よ
り
入
學
せ
し
む
べ
き
、

豫
備
科
生
徒
約
九
十
人
（
内
日
本
霊
科
二
十
人
、
西
洋
聾
科
二
十
八
人
、
彫
刻

科
塑
造
部
十
人
、

木
彫
部
四
人
、

牙
彫
部
三
人
、

圏
案
科
十
人
、

金
工
科
五

人
、
錨
造
科
五
人
、
漆
工
科
五
人
）
岡
聾
師
範
科
生
徒
約
二
十
人
を
募
集
せ
ら

る
。
豫
備
科
の
入
學
願
書
提
出
期
限
、
及
圏
聾
師
範
科
の
薦
學
書
回
送
期
限

は
、
各
本
年
三
月
一
日
よ
り
十
五
日
迄
と
定
め
ら
れ
、
入
學
に
開
す
る
詳
細
の

事
柄
は
、

一
月
九
日
の
官
報
廣
告
に
掲
載
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
闊
係
者
は
右
に
就

て
詳
細
承
知
せ
ら
る
べ
き
な
り
。

0
上
官
太
子
祭
カ
タ
ロ
グ
の
配
付
一
昨
年
本
校
に
於
て
、
聖
徳
太
子
に
因
縁

あ
る
逍
品
、
推
古
朝
の
遺
品
、
支
那
六
朝
初
崖
時
代
の
遺
品
等
を
蒐
め
て
展
覧

會
を
催
し
た
る
際
、
其
目
録
を
調
製
す
べ
き
よ
し
は
籾
に
記
す
所
な
り
し
が
、

〔版
〕

其
後
正
木
學
校
長
は
自
ら
筆
を
執
り
て
目
録
を
書
せ
ら
れ
、
之
を
石
盤
刷
と
為

し
、
＿帝
室
の
御
物
佛
像
を
始
め
、
重
要
な
る
遺
品
十
敷
岡
を
挿
入
し
、
表
紙
に

は
法
隆
寺
金
堂
天
蓋
柴
書
の
天
人
を
現
は
し
た
る
も
の
を
製
し
、
昨
冬
出
品
等

の
開
係
者
へ
配
付
せ
ら
れ
た
り
。
因
に
い
ふ
此
冊
子
は
本
校
化
學
室
に
て
製
版

印
刷
し
た
る
も
の
な
り
。

0
小
場
助
手
の
名
魯

美
術
新
報
に
於
て
は
賞
美
章
な
る
も
の
を
作
り
て
、

一

年
間
に
製
作
せ
ら
れ
た
る
優
秀
な
る
藝
術
品
の
作
者
に
賂
呈
せ
ん
と
し
、
昨
年

其
撃
を
焚
表
せ
ら
れ
た
る
が
、
美
術
新
報
の
同
人
諸
氏
は
此
第
一
回
賞
美
章
を

何
人
に
財
呈
す
べ
き
か
に
開
し
、
種
々
凝
議
し
た
る
結
果
、
遂
に
一
致
の
決
議

一
日
も

を
以
て
、
昨
年
十
二
月
吾
楽
に
於
て
開
き
た
る
「
萬
蓋
あ
る
も
の
4
展
覧
會
」

出
品
中
の
「
藤
原
式
瞑
網
彩
色
手
箱
」
を
以
て
優
秀
な
る
も
の
と
認
め
、
其
作

者
た
る
本
校
圏
案
科
助
手
小
場
恒
吉
氏
に
到
し
て
、
本
年
一
月
廿
五
日
を
以
て

日
本
橋
倶
楽
部
に
て
、
第
一
回
の
賞
美
章
を
賂
呈
せ
ら
れ
た
り
。
其
理
由
は
本

年
一
月
登
行
の
美
術
新
報
紙
上
に
詳
記
せ
ら
れ
た
る
が
、
要
は
作
品
の
精
巧
に

し
て
優
麗
な
る
の
み
な
ら
ず
、
同
氏
の
人
格
を
反
映
し
、
氏
の
藝
術
的
艮
心
は

一
筆
一
貼
に
も
現
は
れ
、
高
雅
な
る
氣
品
優
秀
な
る
趣
味
、
熱
心
な
る
研
究
、

不
撓
な
る
丹
精
の
凝
結
し
て
此
作
を
成
さ
し
め
た
る
も
の
に
し
て
、
藝
術
に
一

生
を
捧
げ
、

一
切
の
世
事
俗
情
に
超
絶
し
、
時
を
吝
ま
ず
、
努
を
厭
は
ず
、
製

作
を
楽
む
こ
と
氏
の
如
き
人
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
到
底
企
て
得
ざ
る
も
の
な
り
と

い
ふ
に
あ
り
。
之
れ
誠
に
氏
を
知
る
の
言
に
し
て
、
而
も
第
一
回
の
受
賞
者
た

る
は
、
氏
の
名
巻
な
り
と
い
ふ
べ
し
。

0
石
川
寺
崎
雨
教
授
の
病
状
教
授
石
川
光
明
氏
は
本
年
一
月
初
め
よ
り
腎
臓

炎
に
罹
ら
れ
引
籠
り
療
蓑
中
な
る
が
、
二
月
中
旬
頃
は
快
癒
せ
ら
る
べ
し
と
。

△
寺
崎
〔
広
業
〕
教
授
は
、
客
冬
廿
一
＿
一
日
頃
よ
り
稜
熱
加
療
中
な
り
し
が
、
ニ

十
六
七
日
頃
よ
り
は
熱
度
次
第
に
上
昇
し
て
三
十
九
度
乃
至
四
十
度
に
至
り
、

遂
に
腸
窒
扶
斯
に
愛
じ
た
れ
ば
、
家
人
門
生
等
の
憂
慮
一
方
な
ら
ず
、

一
月
二

―
―
―
日
頃
は
餘
程
注
意
を
要
す
る
状
熊
な
り
し
が
、
主
治
醤
南
部
木
村
の
雨
博
士

も
百
方
手
を
盤
さ
れ
た
る
甲
斐
あ
り
て
、
四
五
日
頃
よ
り
は
漸
次
に
熱
度
も
下

降
し
、
此
分
に
て
は
今
後
の
療
養
を
怠
ら
ざ
れ
ば
、
平
癒
疑
な
き
ま
で
に
至
り

た
れ
ば
、

一
同
始
め
て
愁
眉
を
開
き
た
り
と
い
ふ
。
雨
氏
の
た
め
に
、

速
に
快
癒
あ
ら
ん
こ
と
を
祈
る
も
の
な
り
。

0
本
校
一
覧
の
配
付
大
正
元
年
よ
り
大
正
二
年
に
至
る
本
校
一
覧
は
、
菩
騰

印
刷
を
終
る
筈
な
り
し
が
、
本
年
に
至
り
て
漸
く
刷
成
し
た
る
を
以
て
、
二
月
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〇
助
教
授
の
新
任
圏
案
科
助
手
な
る
小
場
恒
吉
氏
は
、
去
る
二
月
五
日
本
校

助
教
授
に
任
用
せ
ら
れ
た
り
。

〇
助
手
の
拝
命
本
校
日
本
聾
科
卒
業
生
な
る
小
泉
勝
爾
氏
は
、
去
る
二
月
五

日
本
校
雇
を
命
ぜ
ら
れ
、
日
本
霊
科
助
手
を
申
付
け
ら
れ
た
り
。

〇
敦
授
諸
氏
の
叙
位
本
校
教
授
白
山
揺
松
、
寺
崎
廣
業
、
古
宇
田
賓
の
三
氏

は
、
去
る
二
月
十
日
執
れ
も
正
六
位
に
昇
叙
せ
ら
れ
、
赦
授
石
川
光
明
、
竹
内

久
一
、
海
野
勝
瑕
の
三
氏
は
、
同
月
二
十
日
何
れ
も
正
五
位
に
陸
叙
せ
ら
れ
た

り0
本
校
卒
業
式
卒
業
期
の
學
期
も
賂
に
終
ら
ん
と
し
、
卒
業
生
諸
氏
は
頃
日

束
製
作
に
忙
殺
せ
ら
れ
つ

4
あ
る
次
第
な
る
が
、
本
校
に
於
て
は
例
年
の
如

く
、
来
る
三
月
二
十
九
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
三
十
分
を
以
て
、
卒
業
證
書

授
典
式
を
畢
行
せ
ら
る
べ
し
と
い
ふ
。

0
本
校
の
新
築
落
成
期
本
校
玄
開
一
棟
の
新
築
工
事
は
二
月
上
旬
大
半
竣
成

し
、
其
後
は
細
部
の
工
事
を
急
ぎ
居
れ
る
が
、
二
月
中
に
は
悉
く
落
成
す
べ
き

筈
に
し
て
、
三
月
の
中
旬
に
は
各
敦
室
の
配
置
、
事
務
室
の
移
轄
等
を
終
つ
て

整
頓
を
見
る
べ
き
豫
定
な
り
と
い
ふ
。
因
に
い
ふ
今
回
新
策
せ
ら
れ
た
る
玄
開

見
付
き
は
、
悉
く
欅
製
に
し
て
圃
柱
を
建
て
格
天
井
を
張
り
、
入
口
に
は
同
製

唐
戸
を
付
け
、
階
上
講
堂
の
前
面
に
嘗
れ
る
陳
列
室
兼
待
賓
室
の
如
き
も
、
悉

く
白
木
の
ま
ま
と
し
、
其
他
の
各
室
も
之
に
副
ふ
べ
き
建
築
に
し
て
、
學
校
と

し
て
は
餘
り
に
比
類
を
見
ざ
る
見
事
な
る
建
築
な
り
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
十
一
ー
六
。
T
・
ニ

・
三

・
十
二〕

上
旬
に
於
て
、
例
に
よ
り
て
本
校
卒
業
生
諸
氏
一
般
に
賑
付
せ
ら
れ
た
り
。

0
島
田
〔
佳
突
〕
数
授
の
出
張
同
氏
は
鹿
兒
島
縣
の
隅
託
に
よ
り
、
同
縣
に

於
け
る
エ
藝
圏
案
講
習
會
の
講
師
と
し
て
、
去
る
一
月
廿
七
日
出
張
せ
ら
れ
、

二
月
十
三
日
蹄
京
せ
ら
れ
た
り
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
十
一
ー
七
。
T
．
ニ

・
三

・
三
一
〕

〇
職
員
の
叙
位
教
授
岩
村
透
、
嘱
託
小
島
憲
之
の
雨
氏
は
、
二
月
廿
八
日
付

を
以
て
、
各
従
四
位
に
昇
叙
せ
ら
れ
た
り
。

0
校
長
室
事
務
室
の
移
轄
前
琥
に
も
記
し
た
る
本
校
玄
闊
一
棟
の
新
築
な
り

た
る
を
以
て
、
三
月
十
七
日
よ
り
、
校
長
室
、
庶
務
赦
務
會
計
室
は
、
新
築
の

方
に
移
り
た
り
。

Oil
一
越
呉
服
店
懸
賞
聾
受
賞
者
三
越
呉
服
店
に
於
て
、
千
圃
の
賞
を
懸
け
て

綸
ビ
ラ
圏
案
を
募
集
し
た
る
こ
と
は
兼
て
記
す
慮
あ
り
し
が
、
二
月
末
其
審
査

の
結
果
を
稜
表
せ
ら
れ
た
る
中
、
三
等
賞
の
第
一
席
に
本
校
西
洋
霊
科
一
一
一
年
の

小
松
喜
代
子
氏
、
其
第
二
席
に
同
科
二
年
の
清
水
一艮
雄
氏
、
第
三
席
に
本
校
西

洋
聾
卒
業
生
白
瀧
幾
之
助
氏
入
選
し
た
り
。

0
ネ
ク
タ
イ
圏
案
懸
賞
営
選
者
ネ
ク
タ
イ
専
業
な
る
下
谷
謳
谷
中
天
王
寺
町

南
意
匠
部
に
て
は
、
先
頃
ネ
ク
タ
イ
闊
案
の
募
集
を
為
し
た
る
が
、
其
審
査
の

結
果
、
本
校
卒
業
生
生
徒
諸
氏
に
し
て
入
選
し
た
る
も
の
左
の
如
し
。

一
等
賞
（
一
人
）
高
橋
昇
太
郎
（
東
京
）
△
二
等
賞
（
一
人
）
伊
井
蒲
之
助

（
桐
生
）
△
三
等
賞
（
二
人
中
）
高
橋
昇
太
郎
（
東
京
）
△
四
等
賞
（
五
人

中
）
番
匠
勇
作
（
東
京
）
浅
野
廉
（
東
京
）

△
五
等
賞
(
+
人
中
）
高
橋
昇

太
郎
（
東
京
）
小
川
巽
（
香
川
）
伊
井
禰
之
助
（
桐
生
）
伊
藤
豊
（
東
京
）

山
崎
陽

一
（
東
京
）
清
水
吉
臣
（
東
京
）
△
等
外
（
二
十
人
中
）
加
藤
卓
爾
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（
京
都
）
西
村
小
二
郎
（
東
京
）
番
匠
勇
作
（
東
京
）
三
野
雅
一

松
本
末
男
（
東
京
）

因
に
い
ふ
。
賞
金
は
一
等
金
五
十
園
、
二
等
金
二
十
圃
、
三
等
金
十
五
園

づ
＼
四
等
金
拾
圃
づ

4
、
五
等
金
三
闘
づ

4
、
等
外
金
一
闘
づ

4

な

り

0
生
徒
の
宮
城
拝
観
本
年
三
月
末
卒
業
す
べ
き
本
校
圏
霊
師
範
科
生
徒
及
特

別
の
課
程
を
履
修
す
る
生
徒
三
十
五
名
は
、
去
る
二
月
廿
七
日
午
前
九
時
よ

り
、
白
濱
〔
徴
〕
教
授
引
率
の
下
に
、
宮
城
拝
観
を
差
許
さ
れ
た
り
。

0
東
嚢
聾
會
の
講
演
會
と
常
務
委
員
東
棗
聾
會
に
て
は
、
今
後
毎
月
一
回
茶

話
會
を
開
き
て
、
會
員
の
親
睦
を
固
り
、
意
見
の
交
換
、
諧
話
、
展
観
、
美
術

書
の
紹
介
等
を
な
す
よ
し
に
て
、
其
第
一
回
は
去
二
月
廿
二
日
午
後
一
時
よ
り

東
京
美
術
學
校
文
庫
に
て
開
か
れ
、
白
石
村
治
氏
の

「
周
文
雪
舟
に
関
す
る
研

究
」
と
題
せ
る
講
話
、
並
に
此
振
に
開
す
る
員
蹟
、
摸
本
、
印
本
の
展
覧
等
あ

り
た
り
。
又
同
會
の
委
員
は
、
山
脇
鏑
雲
、
結
城
素
明
、
鶴
田
機
水
、
渡
邊
莱

渚
、
伊
藤
龍
涯
、
松
岡
映
丘
、
平
田
松
堂
の
諸
氏
撰
任
せ
ら
れ
た
り
と
い
ふ
。

0
寺
崎
〔
広
業
〕
教
授
の
轄
地
療
養
同
教
授
は
そ
の
後
、
漸
次
快
方
に
赴
か

れ
、
三
月
十
六
日
よ
り
湯
河
原
温
泉
へ
轄
地
療
荘
せ
ら
る
。

0
入
學
志
願
者
の
撰
抜
試
験
本
校
に
於
て
今
回
募
集
せ
ら
れ
た
る
各
科
生
徒

中
、
日
本
聾
、
西
洋
聾
、
圏
案
、
漆
工
の
豫
備
科
、
並
に
圏
蜜
師
範
科
は
、
各

そ
の
募
集
人
員
に
超
過
し
た
る
を
以
て
、
三
月
―
―
-
+
―
日
よ
り
撰
抜
試
瞼
を
執

行
せ
ら
れ
、
四
月
七
八
日
頃
に
は
、
そ
の
合
格
者
の
登
表
を
見
る
べ
し
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
十
ニ
ー
一
。
T
．

二
•
四
・
―
―1
0〕

（
金
澤
）

同 同 同 同 本

科

0
田
鎖

日

本

聾

科

〇
篠
田
十
一
郎

0
永
田

一
艮
亮

〇

船

越

謙

0
内
田
他
治
郎秀

石
川
縣
士
族

岩
手
縣
士
族

0
小
堀
〔
鞘
昔
〕
数
授
の
保
存
會
委
員

小
堀
教
授
は
、
去
る
三
月
十
九
日
付

を
以
て
、
古
社
寺
保
存
會
委
員
を
仰
付
け
ら
る
。

〇
結
城
〔
素
明
〕

助
赦
授
の
昇
任
結
城
助
赦
授
は
、
去
る
一
二
月
三
十
一
日
付

を
以
て
、
本
校
教
授
に
昇
任
せ
ら
れ
、
高
等
官
七
等
に
叙
せ
ら
れ
た
り
。

0
第
二
十
二
回
卒
業
式
本
校
第
二
十
二
回
卒
業
證
書
授
典
式
は
、
例
年
の
如

く
、
去
る
三
月
二
十
九
日
午
後
一
時
―
―
―
十
分
よ
り
畢
行
せ
ら
れ
た
り
。
式
場
は

講
堂
を
以
て
之
に
充
て
ら
れ
、
各
所
来
賓
、
卒
業
生
束
賓
、
本
校
職
員
、
卒
業

生
の
著
席
す
る
や
、
正
木
〔
直
彦
〕
學
校
長
は
式
辟
に
引
績
き
て
、
各
本
科
生

八
十
五
人
、
撰
科
生
十
四
人
、
計
九
十
九
人
に
順
次
卒
業
證
書
を
授
典
せ
ら

れ
、
尋
で
卒
業
生
に
到
し
て
告
辞
を
陳
べ
ら
れ
、
次
に
文
部
大
臣
代
理
と
し
て

臨
場
せ
ら
れ
た
る
扁
原
〔
錬
二
郎
〕
文
部
次
官
は
訓
辟
を
朗
諮
せ
ら
れ
、
卒
業

生
総
代
彫
刻
科
中
谷
宏
運
氏
の
答
辟
あ
り
て
、
式
を
終
り
、
職
員
卒
業
生
は
紀

念
の
撮
影
を
な
し
、
来
賓
一
同
は
茶
菓
の
要
應
を
受
け
、
日
本
霊
科
及
西
洋
聾

科
の
教
室
に
陳
列
し
た
る
、
各
科
の
卒
業
製
作
を
観
覧
し
て
退
散
し
た
り
。
叉

卒
業
製
作
は
翌
三
十
日
例
に
よ
り
て
、
職
員
卒
業
生
の
親
族
知
己
等
の
観
覧
を

許
し
た
る
が
、
本
年
の
観
覧
者
は
非
常
に
多
く
千
百
餘
名
と
注
せ
ら
れ
た
り
。

そ
の
卒
業
生
姓
名
、
文
郡
大
臣
訓
辟
、
卒
業
生
答
僻
等
は
左
の
如
し
。

卒
業
生
姓
名

(
0
印
は
数
員
志
願
者
）

岐
阜
縣
平
民

茨
城
縣
平
民

兵
庫
縣
平
民
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同 同 同 同 本
科

同 同 同 撰
科
同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同

吉
村

〇
酒
井

榮
之

彫

刻

芳
松

同

陳

熊
岡
森
山

美清
箪彦吉

同

白

撰

科

石

坂

支

那

國

人

西

洋

甕

科

五
味

同

二
宅

同

太
田

同

高
橋
利
場

金
司 信

上
林

重
徳
禍
蔵

同

赤
坂
木
宜
谷
喬
誨

鈴
木
六
三
郎

山
下

武
一

同 同 同

永

同

義
市清

丹
弱
菩
五
郎

同

堀
江

同

及
川
兒
玉
直
之
助

0
平

澤

文

吉

竹
村

岱
造

鈴

木

梅

月

〇
樋
渡
留
太
郎
泰
吉

0
田
中

0
小
泉

0
河
畠

同

河
目

政
吉

秋
田
縣
士
族

兵
庫
縣
平
民

島
根
縣
士
族

群
馬
縣
平
民

新
潟
縣
平
民

揺
島
縣
平
民

東
京
府
平
民

醐
岡
縣
平
民

東
京
府
平
民

東
京
府
平
民

岩
手
縣
平
民

茨
城
縣
平
民

東
京
府
士
族

東
京
府
平
民

富
山
縣
平
民

悌
二
呉
郎

愛
知
縣
士
族

岩
手
縣
平
民

秋
田
縣
平
民

新
潟
縣
平
民

新
潟
縣
平
民

新
潟
縣
平
民

山
形
縣
平
民

東
京
府
士
族

千
葉
縣
士
族

青
森
縣
平
民

東
京
府
平
民

東
京
府
平
民

催
吉
武
一
常
齢
之

閉

支

那

國

人

丘

木

彫

、

△
は
牙
彫
、
一

科

后其
他
は
塑
造
部
卒
業

同

〇
消
野

田
代

猶

喜

同

中
尾

佐
藤

〇
麻
畑
中
島

砧

茨
城
縣
士
族

福
岡
縣
士
族

静
岡
縣
平
民

輻
岡
縣
士
族

春
雄
善
蒲

廣
島
縣
平
民

宮
城
縣
平
民

同

〇
布
目

石
川
縣
平
民

久
重 米

同

江
馬

同

玄
治
春
吉
敏
行

0
高
橋

0
川
路
伊
藤
柏
谷

義順 卓
一誠

虎
雄
四
郎豊

千
葉
縣
平
民

廣
島
縣
平
民

東
京
府
平
民

大
阪
府
平
民

同 同 同 同

安
逹
牧
野

0
川
上
大
塚
坪
井

賢
治

静
岡
縣
平
民

新
潟
縣
士
族

新
潟
縣
平
民

東
京
府
士
族

東
京
府
平
民

岐
阜
縣
平
民
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同 同 同 同 同 本

科
同 同 同 同 撰

科
同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 本

科

金

工
町
田

圏

按

科

〇

瀧

川

一

則

0
森

田

潔

廣
川
松
五
郎

津
村
齋
藤

佳
蔵英

科

547 

末
男

第13節

豊

安
部
金
澤
禰
三
郎

井

上

久

次

△
佐
瀬
芳
之
助

x
志

摩

鶴

二

木
原
山
本

茂

岩
手
縣
平
民

北
海
道
平
民

然

同

蒲

山

内

文

世
義
二

x
佐
々
木
長
次
郎

x
小

室

順

吉

中

谷

宏

運

保

岡

熊

彦

x
千

石

泰

治

谷
本
清
太
郎

田

邊

孝

次

福
井
縣
平
民

大
分
縣
平
民

東
京
府
平
民

東
京
府
平
民

千
葉
縣
平
民

輻
井
縣
平
民

東
京
府
士
族

東
京
府
平
民

鳥
取
縣
士
族

京
都
府
平
民

新
潟
縣
平
民

茨
城
縣
平
民

秋
田
縣
平
民

群
馬
縣
平
民

圏
聾
師
範
科

小
坂
留
太
郎

中

村

義

守

新
野
利
三
郎

工

藤

廉

平

杉

浦

魁

阿

部

忠

助
陽
三章

宮
内
小
堀
佐
藤
三
代
治

武
田
新
太
郎

小

林

金

治

高

見

學

石
川
禰
八
郎

富
山
縣
平
民

東
京
府
平
民

大
分
縣
士
族

福
島
縣
士
族

岩
手
縣
平
民

長
野
縣
平
民

茨
城
縣
平
民

宮
城
縣
平
民

長
野
縣
平
民

長
野
縣
平
民

祗
岡
縣
士
族

新
潟
縣
平
民

撰

科

香
川
縣
平
民

石
川
縣
士
族

同

石
川
縣
平
民

香
川
縣
平
民

幅
井
縣
平
民

同 同

酒
巻
藤

芳

太

直

松
林
亥
三
郎

溝
淵
好
三
郎

岩

城

洵

野

吉
明

漆

工

科

堀

山
口
縣
平
民

富
山
縣
平
民

秋
田
縣
士
族

富
山
縣
平
民

東
京
府
士
族

本

科

本

科

本

科

磯

野

三

郎

錨

造

科
樋
笠
岩
太
郎

香
川
縣
士
族

香
川
縣
平
民

富
山
縣
士
族

埼
玉
縣
平
民

熊
本
縣
士
族

大正 2年



文
部
大
臣
訓
辞

東
京
美
術
學
校
ガ
、
本
日
ヲ
以
テ
卒
業
證
書
授
輿
式
ヲ
畢
グ
ル
ニ
方
リ
、
本
大
臣
ハ

妓
二
卒
業
生
諸
子
ノ
為
二
祝
シ
、
併
七
テ
諸
子
二
捻
グ
ル
所
ア
ラ
ン
ト
ス
。

惟
フ
ニ

、
美
術
ハ
文
明
ノ
精
華
ニ
シ
テ
、
獨
リ
閲
光
ヲ
中
外
二
宣
揚
ス
ル
所
以
ナ
ル

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
其
ノ
純
雑
ハ
直
二
人
情
風
俗
ノ
淑
否
二
開
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
蓋
ッ
作

品
ノ
＿艮
否
ハ

、
天
才
ノ
高
下
卜
技
術
修
荘
ノ
深
浅
ト
ニ
囚
ル
ト
雖
モ
、
亦
作
家
品
性

ノ
如
何

二
職
由
ス
。
故
二
諸
子
ハ
不
断
二
技
術
ノ
研
磨
ヲ
怠
ラ
ザ
ル
ト
共
二

、
心
ヲ

岡漆錨金圏彫西日
書
計師工造工按刻

洋本

範 聾聾

和斗手斗和斗手斗和斗和斗手斗和｝

八

10
 

八
五

一
四

一
八 四

， 
/‘ 
， 
/‘ 四

， 
ノ‘

1
0
 

五

一
九

二
五 一九

四

科

名

左
一

木
山
大
澤
服

部

寅

男

石
川

確

渡

部

儀

八

卒
業
生
科
別
人
員
比
較

昨
年
本
科 一

雄

同
上
撰
科

岡
山
縣
平
民

長
野
縣
平
民

熊
本
縣
士
族

福
井
縣
士
族

輻
島
縣
平
民

本
年
本
科

同
上
撰
科

大
正
二
年
三
月
二
十
九
日

文
郡
大
臣
法
學
博
士

卒
業
生
答
辞

今
絃
二
大
正
二
年
三
月
、
洋
々
ノ
氣
二
急
ガ
レ
テ
、
薫
床
シ
ク
東
都
ノ
天
地
ヲ
彩
ラ

ン
ト
ス
ル
ノ
好
時
期
二
営
リ
、
文
部
大
臣
閣
下
ヲ
始
メ
ト
ッ
、
朝
野
名
士
諸
彦
ノ
御

臨
席
ヲ
隊
ゥ
シ
、
本
校
第
二
十
二
回
ノ
卒
業
ノ
盛
典
ヲ
船
行
セ
ラ
レ

、
特
二
懇
篤
ナ

ル
諭
辟
ヲ
賜
ル
、
生
等
ノ
光
榮
何
モ
ノ
カ
之
二
如
カ
ン
ヤ
。

回
顧
ス
レ
バ
生
等
本
校
二
學
．ヒ
テ
ヨ
リ
既
二
五
星
霜
、
其
間
決
シ
テ
短
シ
ト
七
ズ

、

然
ル
ニ
學
校
長
及
諸
先
生
ハ

、
夙
夜
孜
々
ト
シ
テ
懇
篤
ナ
ル
数
訓
ヲ
以
テ
生
等
ヲ
指

迅
七
ラ
レ

、
妓
二
各
々
其
業
ヲ
卒
フ
ル
事
ヲ
得
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
自
己
ノ
本
領
ノ

ア
ル
慮
ヲ
覺
リ
、
且
ッ
過
去
賂
来
ノ
趨
勢
ヲ
窺
ヒ
得
タ
ル
ハ

、
之
レ
偏
二
其
賜
二
外

ナ
ラ
ズ
ト
深
ク
感
激
ス
ル
所
ナ
リ
。

惟
フ
ニ
生
等
恰
モ
解
霞
ノ
＿艮
期
二
會
フ
ト
雖
、
前
途
ヲ
望
メ
バ
茫
洋
タ
リ
、
生
等
ノ

就
カ
ン
ト
ス
ル
業
務
ハ
多
岐
ナ
リ
、
将
二
何
ヲ
以
テ
此
間
二
慮
セ
ン
カ
、
見
ョ
混
沌

タ
ル
宇
宙
ノ
間
、
森
羅
萬
象
一
ト
シ
テ
安
静
ナ
ル
モ
ノ
ナ
シ
、
天
二
懸
レ
ル
赫
々
ク

ル
金
輪
ハ

、
群
星
ヲ
率
ヰ
テ
運
行
シ

、
吾
人
ヲ
安
載
ス
ル
地
軸
ハ

、
亦
之
二
伴
フ
テ

韓
回
ス
、
乾
坤
ノ
間
形
謄
ヲ
寓
ス
ル
モ
ノ
、
皆
嬰
動
セ
ザ
ル
ナ
シ
。
吾
人
人
類
モ
亦

獨
リ
轄
化
七
ザ
ル
理
ア
ラ
ン
ヤ
。
此
二
於
テ
カ
生
等
登
尋
常
一
般
ノ
覺
悟
ヲ
以
テ
シ

テ
可
ナ
ラ
ン
ヤ
。
生
等
盆
々
天
賦
ノ
智
徳
ヲ
稜
逹
シ
、
本
邦
獨
特
ナ
ル
美
術
ノ
精
梓

ヲ
窃
揮
セ
ン
コ
ト
ヲ
勉
メ
、
以
テ
斯
界
二
貢
猷
ッ
、
高
恩
二
酬
ヒ
、
延
イ
テ
ハ
國
家

奥

田

義

人

精
神
ノ
修
蓑
二
潜
メ
、
本
校
二
學
ベ
ル
所
ヲ
階
梯
ト
シ
テ
美
術
ノ
堂
奥
二
入
リ
、
國

民
ノ
性
情
二

＿艮
好
ナ
ル
惑
化
ヲ
典
へ
、
以
テ
千
古
二
不
朽
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
励
メ
ザ
ル

ヘ
カ
ラ
ズ
。
若
シ
夫
レ
数
育
ノ
任
二
嘗
ル
モ
ノ
ハ

、
公
務
ヲ
奉
ズ
ル
コ
ト
忠
宜
二

、

生
徒
ヲ
導
ク
コ
ト
梱
切
二

、
帝
I

一
ー
技
藝
ノ
師
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ

、
人
格
徳
操
二
於
テ

モ
、
亦
衆
生
二
範
タ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
セ
ヨ
。
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友
田

宣

忠

幅

井

平

江

直

英

長

崎

士

濱
田

神
奈
川
平

佐
々

重
貞

大
阪
平

樹

下

信

雄

東

京

平

矢

郡

季

槻

大

阪

平

石
川
平

大
分
平

米

林

武

雄

富

山

平

矢

部

友

衛

新

潟

士

石
川
士

富
山
平

山

田

安

士

山

形

士

山
崎
善
次
郎

佐
賀
士

佐
賀
士

富
山
平

穂

積

正

雄

輻

島

平

二
宅

一
朗
愛
知
平

伊
澤
睛
太
郎

豫
備
科
（
彫
刻
科
塑
造
部
志
望
）

徳

見

均

米

治

一

宮

川

準

一

寺

畑

助

之

丞

室

谷

秀

次

郎

日

名

子

宜

蔵

三
郎

松

浦

孝

忠

富

山

平

宮
城
平

埼
玉
平

加

藤

秀

男

東

京

平

林

二
郎
東
京
士

午
二

山
本
治
兵
衛

谷
口

鹿
兒
島
士

青
森
士

神

谷

深

石

川

平

岩

田

正

巳

新

洞

平

遠
田

石
川
平

田

中

富

禰

東

京

平

廠

田

寛

嶺

新

潟

平

愛
知
平

藤

田

雅

夫

鍋

山

伴

六

〔森
〕

笹
本
浦
一
郎

福
岡
平

宮
崎
士

宮

内

龍

子

千

葉

平

湯
川

直

春

大

阪

平

東
京
平

山
口
士

埼
玉
平

兵
庫
士

星
川

清

雄

山

形

士

浦
志

長
野
平

宇
助
親
次
大
二

岩
手
平

豫
備
科
（
日
本
聾
志
望
）

武

雄

福

岡

平

厳
島
平

れ
た
り
。
其
人
名
及
人
員
等
左
の
如
し
。

池
ノ
内
三
郎

〔草
〕

秋
葉
禰
三
郎

佃

武

昭

松

本

博

河
越
虎
之
進

加

藤

廣

赤
松
彦
次
郎

細
井
文
治
郎
運
雄

岡
山
平

淵大
塚
齋
藤
宮藤
川
坂
東
河
上

赤
心
芳
平

新
潟
平

福
岡
平

0
新
入
學
生

本
年
入
學
志
願
者
撰
抜
試
瞼
に
開
し
て
は
、
前
琥
に
記
す
所
あ

り
し
が
、
該
試
験
は
三
月
＝
―
-
十
一
日
よ
り
始
め
、
四
月
二
日
各
科
と
も
終
り
を

告
げ
、
四
月
八
日
に
至
り
て
、
官
報
を
以
て
入
學
許
可
者
の
人
名
を
登
表
せ
ら

鳥
取
平

辰

夫

大

分

平

埼
玉
平

弘
三
佐
賀
士

田

代

員

熊

本

士

黒
田

新

大

阪

平

中

谷

宏

運

佐
偉

玉
井
正
之
助

愛
媛
平

善

東
京
平

東
京
美
術
學
校
網
代

豫
備
科
（
西
洋
聾
科
志
望
）

小

泉

素

彦

東

京

士

鮫

島

利

久

小

野

信

治

郎

滋

賀

平

小

栗

清

造

加

納

川

郁

之

助

大

阪

平

鑢

利

彦

飯

森

定

省

澁

谷

重

保

小

原

整

江
木

外
山

熊
本
平

鳥
取
士

大
正
二
年
三
月
二
十
九
日

石
川
士

神
奈
川
平

ニ
悴
ラ
ザ
ラ
ン
事
ヲ
期
ス
。
柳
力
蕪
辟
ヲ
述
ペ
テ
答
辞
ト
ス
。

千
葉
平

若
シ
夫
レ
教
育
二
従
事
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
本
校
数
投
ノ
趣
旨
二
則
リ
、
忠
宜
熱
心
其
職

ニ
盛
シ
、
社
會
二
於
ケ
ル
美
術
思
想
ノ
普
及
二
努
メ
、
國
家
ノ
生
等
二
豫
期
ス
ル
所

愛
知
平

盛
運
ノ
一
助
タ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
期
七
ン
哉
。

鹿
兒
島
士
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神
庭
小
林

寛

山

梨

平

亮
豫
備
科
（
錨
造
科
志
望
）

稲

場

助

次

郎

富

山

平

向

山

義

孝

中

山

銃

岡

山

士

豫
備
科
（
漆
工
科
志
笙
）

三

好

政

次

宮

崎

平

和

氣

菩

信

鶴

田

恒

二

郎

石

川

平

平

野

清

吾

田

口

啓

次

郎

秋

田

平

岡

富

三

馨

宵

森

平

加

藤

圏
壷
師
範
科
第
一
年
級

鳥
取
平

廉

伊
藤
好
太
郎

山
梨
平

豊
山

岡
山
平

範t
 

二―-
＂

〇
研
究
科
入
學
と
再
入
學

師

ロ五七

一

三

左
の
諸
子
は
各
頭
書
の
日
を
以
て
、
各
研
究
科
入

―
―
四

二
五
二

二
0

五
五

一
八

菊
池

員

福
井
平

漆躊金

工

科科科科科

五

五

1
0
 

八

大
阪
平

造

四

岩
手
平

工

八

八

五

四

香
川
平

圏

案
日

本

聾

科

西

洋

甕

科

彫
刻
科
（
塑
）
（木）
（牙）

同

゜
゜
゜

同

五

五

長
野
平

九

二
七

1
0五

二
五

東
京
平

誹
奈
川
平

早
水

群
馬
平

新
潟
平

志
望
科
別

志本
二願年
七者の

同

上

許
可
者
ニ
ニ

加
藤
改
井

富
山
平

石
川
士

善
治

秋
田
士

鹿
兒
島
士

高
橋
杉
本
盛
二
郎

大

石

靖

水
町
和
一
二
郎

佐
賀
士

東
京
士

富
山
平

静
岡
平

信

岐
阜
平

東
京
士

石
川
士

元
吉

富
山
平

岐
阜
平

山
形
平

二
郎豫
備
科
（
彫
刻
科
木
彫
部
志
望
）

奥

原

謙

太

郎

東

京

士

山

田

猷

豫
備
科
（
圏
案
科
志
望
）

鐵

雄

島

田

寺
田
〔
部
〕

矢
野
金
太
郎

服
部
黒
木

徳

憲

阿

部

豫
備
科
（
金
工
科
志
望
）

静

馬

早

川

健
夫

染

谷

駒

太

郎

栗

本

幸

次

郎

季
彦
資
一
掴
英

三
重
平

正
男

森

備

考

以

上

の

中
、
錨
造
科
の
中
山
銃
は
四
月
十
日
に
、
金
工
科
の
栗
本

幸
次
郎
は
四
月
十
二
日
に
、
入
學
を
許
さ
れ
た
る
も
の
、
此
他
師
範
科

中
、
入
學
を
許
さ
れ
た
る
後
、
取
消
さ
れ
た
る
も
の
一
人
あ
り
。

入
學
志
願
者
及
許
可
者
比
較
表

昨

年

の

同

上

志

願

者

許

可

者

三

三

ニ

―

―

―

九
六

石
川
士

準

石
川
士

東
谷
安
藤
中
島

群
馬
平

山
田

宮
城
士

静
岡
平

埼
玉
平

水
野
曾
野

．一
夫
勝
己
武
平
俊
蔵
治
作

三
重
士

英
吉

八

木

悌

二

澁
澤
暁
三
郎

―
―
一
澤
佐
助

酒
井

福
島
平

廣

島

平

佐

藤

佐

宮

城

士

岩
越

熊
本
士

瀬

戸

秀

壽

宮
崎
平

元

上

岸

造

愛

媛

平
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同

（同

ヽ

太
直誠

璽――
政
吉

井
上
廣
川
松
五
郎

藤
芳
川
路
伊
藤
小
泉

〇
豫
備
科
補
欠
入
學
前
琥
掲
載
後
に
於
て
、
豫
備
科
へ
補
欠
入
學
を
許
さ
れ

た
る
も
の
は
、
四
月
廿
四
日
付
に
て
村
井
勝
造
氏
は
錨
造
科
志
笙
と
し
て
、
五

月
一
日
付
に
て
林
艮
三
氏
は
彫
刻
科
木
彫
部
志
望
と
し
て
、
各
入
學
を
許
さ
れ

た
り
。

〇
研
究
科
入
學

同

（同

ヽ

四
月
十
日

同 同 同

（彫
、
撰）

（圏
、
本）

（漆
、
本）

（日
、
本）

久
次

同

（同

、一

同

（同

、一

同

（同

ヽ

同

（同

ヽ

同

（彫
、
本）

同

（同

ヽ

同

（同

ヽ

同

（同

ヽ

0
長
原
助
教
授
の
叙
位
助
数
授
長
原
孝
太
郎
氏
は
、
四
月
廿

一
日
付
を
以

て
、
正
八
位
に
叙
せ
ら
れ
た
り
。

0
京
都
奈
＿艮
等
の
修
學
旅
行
従
来
毎
年
奈
一艮
京
都
地
方
の
生
徒
修
學
旅
行

は
、
卒
業
期
に
入
り
し
頭
初
の
九
月
に
於
て
施
行
せ
ら
る
A

こ
と
4
な
り
居
れ

る
が
、
是
迄
の
罷
瞼
よ
り
、
卒
業
製
作
の
構
圏
意
匠
等
の
都
合
上
、
寧
ろ
四
年

級
第
三
學
期
に
於
て
施
行
し
た
る
方
便
盆
な
り
と
の
主
意
よ
り
、
本
年
は
五
月

十
三
日
よ
り
三
週
間
施
行
す
る
こ
と
と
な
り
、

一
同
同
夜
を
以
て
出
焚
せ
り
。

指
導
数
官
及
事
務
員
は
、
沼
田
〔
勇
次
郎
〕
教
授
、
結
城
〔
貞
松
〕
数
授
、
羽

田
〔
禎
之
進
〕
頓
託
、
北
浦
〔
大
介
〕
扉
の
四
氏
な
り
。

同

（同

、-

玄
治

布

目

敏

行

安

逹

賢

治

中

尾

春

雄

谷
本
消
太
郎

堀

義

二
〔次
〕

田

邊

孝

治

山

内

文

世

佐
々
木
長
次
郎

同

（同

ヽ

豊

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
十
ニ
ー
ニ
。

同

（同

ヽ

同

（同

ヽ

同

（同

、一‘’

備
考つ

〇
ふ

同

（同

、一

同

同 四
月
七
日 研
究
科
入
學

（日
、
撰）

（西
、
本）

鈴
木
六
三
郎

五

味

清

吉

熊

岡

美

彦

森
山

婚

牧

野

虎

雄

川
上

四

郎

大
塚
坪
井

四
月
十
日 再

四
月
十
日

學
、
並
に
再
入
學
を
許
可
せ
ら
れ
た
り
。

同

西
洋
聾
科
卒
業
生
吉
村
芳
松
氏
は
、
四
月
十
六
日
研
究
科
へ

武
一

松
林
亥
一
＿
一
郎

（同
、
撰）

（漆
、
本）

入

學
（日
、
西

へ

）

丹

羽

善

五

郎

（豫
、
彫
、
塑

へ

）

及

川

呉
郎

（日
、
撰
）
は
日
本
驚
撰
科
研
究
科
に
入
學
な
り
。
餘
は
之
に
倣

山
下

T
・
ニ

・
六

・
ニ―-〕
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入
學
せ
ら
る
。

〇
奨
學
資
金
寄
付

川
端
家
に
て
は
故
玉
章
翁
の
遺
志
に
依
り
、
本
校
日
本
甕

科
生
徒
の
奨
學
の
費
途
に
充
つ
る
た
め
金
壼
千
五
百
園
を
本
校
へ
寄
賑
す
る
こ

と
4

な
れ
り
と
い
ふ
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
十
ニ
ー
三
。

T
・
ニ

・
七
・

ニ
――〕

0
教
授
諸
氏
の
陸
等
と
叙
位
藤
島
〔
武
二
〕
教
授
は
去
る
五
月
二
十
三
日
高

等
官
六
等
に
陸
叙
せ
ら
れ
、
結
城
〔
貞
松
〕
赦
授
は
同
月
三
十
日
、
従
七
位
に

叙
せ
ら
れ
た
り
。

〇
學
校
長
赦
授
諸
氏
の
叙

勲

六

月

十
八
日
付
を
以
て
正
木
〔
直
彦
〕
學
校
長

は
勲
三
等
に
、
高
村
〔
光
雲
〕
教
授
は
勲
四
等
に
叙
せ
ら
れ
、
海
野
（
美
盛
）

数
授
は
勲
六
等
に
、
長
原
〔
孝
太
郎
〕
助
赦
授
は
勲
八
等
に
叙
せ
ら
れ
た
り
。

〇
助
手
の
任
命
本
校
本
年
の
日
本
霊
科
卒
業
生
篠
田
十
一
郎
氏
は
、
去
る
五

月
二
十
六
日
、
本
校
屈
を
命
ぜ
ら
れ
、
日
本
聾
科
助
手
を
申
付
け
ら
れ
た
る

が
、
六
月
一
日
よ
り
四
週
間
、
歩
兵
第
六
十
八
聯
隊
へ
勤
務
演
習
の
た
め
召
集

せ
ら
る
。

0
開
校
廿
五
年
紀
念
式
準
備
本
校
授
業
は
去
る
明
治
廿
二
年
二
月
一

日
よ
り

開
始
せ
ら
れ
、
来
年
二
月
は
恰
も
満
二
十
五
年
に
営
り
、
且
新
第
校
舎
の
全
部

も
束
年
一
＿
一
月
迄
に
は
咸
な
落
成
す
べ
き
筈
な
る
を
以
て
、
其
際
新
築
落
成
の
祝

賀
並
に
報
告
と
共
に
、
開
校
満
二
十
五
年
紀
念
會
を
催
し
生
徒
作
品
及
本
校
所

蔵
の
参
考
品
展
覧
會
等
を
開
き
、
且
職
員
中
開
校
嘗
時
よ
り
勤
績
せ
ら
れ
た
る

三
四
の
人
々
の
勤
績
二
十
五
年
祝
賀
會
を
も
催
さ
ん
と
て
、
目
下
相
談
中
な
り

と
い
ふ
。

本
校
赦
授
中
、
高
村
光
雲
、
黒
田
清
輝
、
竹

藤
島
教
授
は
、
八
月
十
一
日
附
を
以
て
、
正

〇
研
究
科
入
學
者
園
案
科
卒
業
生
津
村
末
男
、
漆
工
科
卒
業
生
酒
巻
洵
の
雨

氏
は
、
各
五
月
三
十
日
研
究
科
へ
入
學
せ
ら
れ
た
り
。

0
ラ
イ
オ
ソ
歯
磨
圏
案
の
営
選
者
先
頃
ラ
イ
オ
ン

歯
磨
の
縣
賞
廣
告
闘
案
を

同
稜
賣
店
に
於
て
募
集
せ
ら
れ
た
る
が
、
應
募
総
敷
は
七
千
餘
通
に
し
て
審
査

の
結
果
、
本
校
圏
案
科
第
二
年
原
三
郎
氏
は
、
二
等
賞
（
金
五
千
圃
七
人
の

中
）
に
営
選
せ
ら
れ
た
り
と
い
ふ
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
十
ニ
ー
五
゜

T
・

ニ
•

1
0
·

一
五
〕

〇
赦
官
諸
氏
の
検
定
委
員
本
校
赦
官
中
、
騒
託
小
島
憲
之
、
教
授
久
米
桂
一

郎
、
隅
託
乙
竹
岩
造
、
同
岡
田
起
作
の
四
氏
は
、
何
れ
も
去
る
六
月
廿
八
日
付

を
以
て
、
文
部
省
赦
員
検
定
委
員
會
臨
時
委
員
仰
付
け
ら
れ
た
り
。

隅
託
闊
野
貞
氏
は
、
去
る
六
月
三
十
日
文
部
技
師
に
兼

0
開
野
騒
託
の
兼
務

任
せ
ら
る
。

0
石
川
赦
授
の
特
旨
叙
位
と
卒
去
数
授
石
川
光
明
氏
は
、
今
春
束
病
氣
の

虞
、
療
養
の
効
果
顕
は
れ
ず
、
去
る
七
月
三
十
日
に
至
り
て
は
危
篤
に
陥
り
た

れ
ば
、
特
旨
を
以
て
位
一
級
を
進
め
従
四
位
に
叙
せ
ら
れ
た
る
が
、
同
日
遂
に

卒
去
せ
ら
れ
た
り
。
洵
に
痛
む
べ
く
惜
む
べ
し
。

0
小
場
〔
恒
吉
〕
助
教
授
の
應
闊
と
出
張
小
場
助
教
授
は
東
京
＿帝
國
大
學
よ

り
、
朝
鮮
古
墳
壁
聾
模
窯
を
嘱
託
せ
ら
れ
、
八
月
七
日
朝
鮮
へ
出
張
せ
ら
れ
た

り0
藤
島
〔
武
二
〕
数
授
の
叙
位

七
位
に
叙
せ
ら
る
。

0
教
授
諸
氏
の
美
術
審
査
委
員
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田
島
編
彦
（
彫
撰
一
）

高
梨
静
治
（
金
一
）

田
上

内
久
一
、
久
米
桂
一
郎
、
岩
村
透
、
岡
田
三
郎
助
、
和
田
英
作
、
寺
崎
廣
業
、

白
井
保
次
郎
、
小
堀
鞘
―音
の
十
氏
は
、
何
れ
も
、
八
月
十
一
日
付
を
以
て
、
第

七
回
文
部
省
美
術
展
覧
會
の
審
査
委
員
を
仰
付
け
ら
る
。

0
新
設
道
路
の
著
手
現
今
の
本
校
構
内
を
中
断
し
て
表
門
よ
り
裏
門
側

に
貫

通
し
、
屏
風
阪
通
り
と
谷
中
墓
地
に
通
ず
る
道
と
連
絡
す
べ
き
新
設
道
路
は
、

九
月
初
旬
其
位
置
測
定
演
と
な
り
、
是
よ
り
作
業
に
着
手
す
べ
き
筈
に
し
て
、

本
年
中
に
は
ほ
ゞ
其
工
を
竣
る
べ
き
見
込
な
り
と
い
ふ
。
此
道
路
竣
工
の
上

は
、
本
校
は
道
路
の
東
西
に
分
割
せ
ら
れ
、
雨
門
劉
立
の
観
を
呈
す
る
に
至
る

べ
し
。

〇
幅
井
鴻
逸
氏
卒
業
卒
業
試
験
を
延
期
せ
ら
れ
た
る
圏
案
科
卒
業
期
一
揺
井
鴻

逸
氏
は
、
七
月
二
十
六
日
卒
業
せ
ら
れ
た
り
。

0
本
學
年
の
特
待
生
學
業
品
行
共
に
優
等
の
廉
に
よ
り
、
本
學
年
の
特
待
生

に
選
定
せ
ら
れ
た
る
は
、
左
の
諸
子
な
り
。

佐
々
木
義
政
（
日

一

）

飯

塚

章

三

（

西

一

）

名

越

豊

（

西

二

）

木
村
圭
三
（
西
二
）
片
岡
角
太
郎
（
彫
一
）
雨
田
外
次
郎
（
彫
二
）

林

健

市

（

彫

四

）

林

威

三

（

圏

二

）

浅

野

廉

（

圏

一―-
）

安
藤
喜
八
郎
（
圏
四
）
高
梨
静
治
（
金
一
）
手
島
逹
雄
（
金
一
―
-
）

石
崎
誠
二
（
漆
四
）
五
十
嵐
三
次
（
漆
四
）

姓
名
下
の
（
日

一
）
は
日
本
聾
科
一
年
な
り
と
す
、
以
下
倣
之
。

0
前
學
年
の
精
勤
者
前
學
年
中
、
學
業
に
精
動
せ
し
廉
を
以
て
、
精
勤
賞
朕

を
授
興
せ
ら
れ
た
る
諸
氏
左
の
如
し
。

尚
之
（
日
一
）

河
井
長
塚
石
塚

隆
一
（
西
撰
二
）

廣
造
（
彫
撰
二
）

明
三
（
金
撰
二
）

天
野
武
川

松
本
春
次
郎

誠

夫

東

京

平

藤

原

一
郎

以
上
の
外
、
錆
造
、
漆
工
に
も
、

壷
名
づ

4

の
志
願
者
あ
り
し
も
入
學
を

許
さ
れ
ず
、

勝
海
楊

寧

東
京
平

俊
雄
錨
成
金
工
撰
科
（
志
願
者
八
人
）

東
京
平

香
川
平

支

那

静
岡
平

鹿
児
島
平

同

村
田
延
之
助
（
金
撰
四
）
渡
邊
健
吉
（
金
撰
四
）

石
崎
誠
二
（
漆
四
）
五
十
嵐
三
次
（
漆
四
）

〇
撰
科
生
入
學
毎
年
九
月
に
於
て
施
行
せ
ら
る
る
本
校
撰
科
生
の
入
學
試
瞼

は
、
本
年
も
九
月
十
五
日
よ
り
十
九
日
迄
施
行
せ
ら
れ
、
其
結
果
同
月
廿
三
日

入
學
を
許
さ
れ
た
る
も
の
左
の
如
し
。

日
本
霊
撰
科
（
志
願
者
三
人
）

飯

孟

佐
藤
三
重
三

三
重
平

科
（
牙
彫
）

（
志
願
者
四
人
）

日

高

豊

彦

石
田

午
郎
大
坂
平

彫
刻
撰
科
（
木
彫）

（
志
願
者
六
人
）

山
脇
二
太
郎
新
洞
平

李凌

廷
英駿

支

那

西
洋
聾
撰
科
（
志
願
者
一
＿
一
人
）

劉

支

那

鏡
源

陳

英

支

那

伍

支

那

憲
章

支

那

支

那
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0
本
校
教
授
諸
氏
の
官
等
陸
叙
本
校
教
授
中
、

数
授
大
村
西
崖
、

徴
、
同
白
井
保
次
郎
、
同
島
田
佳
突
の
四
氏
は
高
等
官
四
等
に
、
数
授
櫻
岡
一
―
―

四
郎
氏
は
高
等
官
五
等
に
、
教
授
鎌
田
禰
壽
治
氏
は
高
等
官
六
等
に
、
何
れ
も

九
月
二
十
三
日
付
を
以
て
陸
叙
せ
ら
れ
、
数
授
岡
田
秀
氏
は
十
一
月
十
七
日
付

を
以
て
高
等
官
六
等
に
陸
叙
せ
ら
れ
た
り
。

〇
乙
竹
暖
託
の
昇
等
獨
託
乙
竹
岩
造
氏
は
、
そ
の
本
官
た
る
東
京
高
等
師
範

學
校
教
授
に
於
て
、
九
月
十
九
日
高
等
官
三
等
に
陸
叙
せ
ら
る
。

〇
農
展
審
査
員
の
任
命
學
校
長
正
木
直
彦
、
教
授
海
野
勝
瑕
、
同
大
澤
三
之

助
、
同
岡
田
三
郎
助
、
同
島
田
佳
突
の
諸
氏
は
、
何
れ
も
十
月
三
日
付
を
以

て
、
農
商
務
省
主
催
の
第
一
回
圏
案
及
應
用
作
品
展
覧
會
審
査
員
を
嘱
託
せ
ら

れ
た
り
。

〇
職
員
の
出
張
教
授
海
野
美
盛
氏
は
九
月
上
旬
一
た
び
鹿
兒
島
に
出
張
さ
れ

し
が
、
十
月
中
旬
再
び
十
七
日
間
を
以
て
、
鹿
兒
島
市
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、

数
授
白
濱
徴
氏
は
、
圏
聾
師
範
科
三
年
生
の
學
術
質
地
指
導
の
た
め
、
十
月
九

日
よ
り
十
日
間
を
以
て
、
京
都
大
阪
の
二
府
、

奈
頁
三
重
の
二
縣
へ

出
張
せ
ら

れ
た
り
。

0
休
職
満
期
本
校
助
教
授
柴
一
雄
氏
は
、
休
職
中
な
り
し
が
、
去
る
十
月
三

日
を
以
て
満
期
と
な
り
た
り
。

0
本
校
設
置
紀
念
式

十
月
四
日
は
本
校
設
置
紀
念
日
な
る
を
以
て
毎
年
其
式

を
畢
行
す
る
こ
と
4
な
り
居
れ
る
が
、
本
年
も
ま
た
常
日
午
前
九
時
よ
り
、
職

員
卒
業
生
生
徒
、
本
校
講
堂
に
會
し
て
其
式
を
畢
げ
た
り
。
正
木
校
長
の
挨
拶

あ
り
た
る
後
、
日
本
甕
科
の
卒
業
生
早
崎
梗
吉
氏
は
、
支
那
漫
遊
中
見
聞
せ
し

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
十
ニ
ー
六
。

T
.

―
-
•
十

一
・

―
―1
0〕

同

白

濱

虞
に
つ
き
て
種
々
の
談
話
を
試
み
ら
れ
、
績
き
て
同
科
卒
業
生
に
し
て
、
新
に

印
度
よ
り
蹄
朝
せ
ら
れ
た
る
桐
谷
洗
鱗
氏
が
、
印
度
旅
行
中
の
不
便
辛
苦
風
俗

等
に
閥
す
る
講
話
あ
り
、
最
後
に
は
細
川
風
谷
の
講
談
一
席
あ
り
て
式
を
終
り

た
る
が
、
時
正
に
午
後
一
時
に
近
く
、
夫
よ
り
茶
菓
を
奥
せ
ら
れ
、
歓
を
盛
し

て
退
散
せ
り
。
而
し
て
ま
た
嘗
日
は
別
室
に
早
崎
梗
吉
氏
の
将
来
せ
ら
れ
し
支

那
箱
聾
二
十
餘
黙
、
並
び
に
桐
谷
洗
鱗
氏
が
、
自
ら
印
度
に
於
て
登
掘
せ
ら
れ

た
る
石
佛
像
、
石
造
装
飾
並
に
佛
具
、
風
俗
衣
裳
、
及
西
蔵
、
緬
匈
等
の
組
蜜

佛
像
等
敷
十
種
を
陳
列
せ
ら
れ
、
来
會
者
の
参
考
に
供
せ
ら
れ
た
る
は
、
其
道

の
人
々
に
多
大
の
神
盆
を
興
へ
た
り
。

0
本
校
の
修
學
旅
行
秋
季
に
於
け
る
修
學
旅
行
は
、
昨
年
よ
り
各
科
各
別
に

そ
の
志
す
所
に
向
ひ
て
、
数
授
事
務
員
諸
氏
付
添
ひ
て
出
張
す
る
こ
と

4

な

り
、
本
年
も
例
に
倣
ひ
て
、
十
月
廿
六
日
よ
り
三
日
間
施
行
せ
ら
れ
た
り
。
即

ち
日
本
甕
科
は
信
州
に
向
ひ
、
澁
温
泉
を
鰹
て
、
上
林
温
泉
、
山
田
温
泉
等
に

赴
き
て
秋
色
を
探
り
、
西
洋
畳
科
は
、
野
州
足
尾
よ
り
日
光
中
稗
寺
の
湖
畔
に

出
で
、

湯
本
に
到
り
、
日
光
町
に
蹄
り
て
風
光
を
賞
し
、
彫
刻
科
も
ま
た
日
光

に
赴
き
て
、
日
光
廟
を
拝
し
、
中
稗
寺
湖
畔
等
を
跛
渉
し
、
圏
案
科
は
國
府
津

よ
り
湯
本
宮
の
下
を
経
て
薦
の
湯
に
宿
し
、
箱
根
を
一
周
し
て
、
乙
女
峠
を
鍮

え
て
御
殿
場
に
出
で
4
蹄
京
し
、
金
工
科
は
妙
義
山
に
詣
り
て
磯
部
に
宿
り
、

伊
香
保
榛
名
を
巡
り
、
錆
造
科
も
箱
根
に
赴
き
、
奮
道
を
通
り
て
湯
本
に
蹄

り
、
漆
工
科
は
犬
吠
岬
、
銚
子
よ
り
利
根
川
を
渕
り
、
香
取
、
成
田
を
巡
證

し
、
師
範
科
は
船
に
て
雨
図
を
焚
し
、
利
根
川
を
下
り
、
銚
子
犬
吠
岬
を
経

て
、
千
葉
に
蹄
り
、
木
更
津
に
至
り
て
乗
船
蹄
京
の
途
に
つ
き
た
り
と
い
ふ
。

〇
師
範
科
第
三
年
生
の
修
學
旅
行
本
校
圏
聾
師
範
科
卒
業
期
な
る
第
三
年
級

の
生
徒
諸
氏
二
十
名
は
、
白
濱
教
授
引
率
の
下
に
在
り
て
、
去
十
月
九
日
よ
り
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十
日
間
を
以
て
、
學
術
質
地
硲
究
の
た
め
、
京
都
大
阪
の
二
府
、
奈
一
艮
縣
三
重

縣
へ
出
張
し
、
各
學
校
の
質
地
授
業
を
視
察
研
究
し
た
り
。

〇
其
後
の
研
究
科
入
學
本
學
年
に
入
り
て
よ
り
、
研
究
科
へ
入
學
せ
ら
れ
し

諸
氏
左
の
如
し
。

研
究
科
入
學
者
金
工
科
へ

西
洋
聾
科
へ

師
範
科
へ

西
洋
霊
科
へ

圏
案
科
へ

十
一
月
七
日

同 同 同

十
三
日

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
十
ニ
ー
七
。

T
・
ニ

・
十
ニ

・
ニ
七
〕

〇
職
員
の
叙
位
本
校
職
員
中
、
嘱
託
乙
竹
岩
造
氏
は
従
五
位
に
、
数
授
白
濱

〔
四
〕

徴
、

〔
同
白
井
保
次
郎
〕
、

同
島
田
佳
突
、
同
大
村
西
崖
の
三
氏
は
各
正
六
位

に
、
数
授
櫻
岡
三
四
郎
氏
は
従
六
位
に
、
数
授
鎌
田
蒲
壽
治
氏
は
正
七
位
に
、

執
れ
も
去
る
十
一
月
廿
一
日
昇
叙
せ
ら
れ
た
り
。

〇
職
員
の
出
張
教
授
藤
島
武
二
氏
は
學
術
糾
究
の
た
め
に
、
十
一
月
二
十
五

日
よ
り
三
十
日
間
朝
鮮
へ
、
数
授
島
田
佳
突
氏
も
十
二
月
一
日
よ
り
二
週
間
石

川
縣
下
へ
執
れ
も
出
張
せ
ら
る
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
十
ニ
ー
八

。

T
•

三
・

一
・

三
〇
〕

0
数
授
の
主
任
と
擦
任

同

藉
騰
十
二
月
十
五
日
付
を
以
て
、
寺
崎
〔
広
業
〕
数

安
藤
川
上
揺
井

二
日

酒
井

十
月

一
日

磯
野

三
郎
榮
之
義
茂
四
郎
鴻
逸

圏錨
造

岡
甕
師
範
科
按

科科

約
廿
五
人

五

人

漆

工

十

二

人

金

工

科科

五
人
五
人

彫

刻

科

十

五

人

日

本

置

科

二
十
人

西

洋

聾

科

廿

八

人

一

塑

造

部

十

人

内

木

彫

郡

二

人

牙

彫

郡

三

人

内

豫

備

科

約
九
十
人

授
は
日
本
蓋
科
主
任
を
命
ぜ
ら
れ
、
竹
内
〔
久
一
〕
教
授
は
彫
刻
科
牙
彫
部
握

任
兼
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。

〇
解
雇
と
感
託
客
歳
十
二
月
十
九
日
、
雇
鹿
毛
屋
蔵
氏
は
願
に
依
り
雇
を
解

か
れ
、
雇
畑
正
吉
氏
は
、
屈
を
解
か
れ
、
更
に
木
彫
授
業
を
嘱
託
せ
ら
れ
た

り〇
閥
野
〔
貞
〕
嘱
託
の
蹄
京
朝
鮮
穂
督
府
の
嘱
託
を
受
け
て
、
古
美
術
建
築

等
調
査
の
た
め
、
朝
鮮
内
地
旅
行
中
の
闊
野
隅
託
は
、
客
歳
十
二
月
十
八
日
蹄

京
せ
ら
れ
た
り
。

〇
雇
員
の
任
官
文
庫
掛
な
る
雇
北
浦
大
介
氏
は
去
年
十
二
月
二
十
六
日
付
を

以
て
、
東
京
美
術
學
校
書
記
に
任
ぜ
ら
れ
た
り
。

0
本
校
生
徒
募
集
本
校
生
徒
豫
備
科
及
闘
聾
師
範
科
生
徒
は
例
年
の
如
く
募

集
す
る
こ
と
4

な
り
客
歳
十
二
月
廿
四
日
、
同
廿
六
日
、
同
廿
九
日
の
官
報
廣

告
を
以
て
焚
表
さ
れ
た
り
、
其
人
員
を
皐
ぐ
れ
ば
、

而
し
て
入
學
願
書
の
差
出
期
限
は
、
来
る
三
月
二
日
よ
り
同
月
十
四
日
ま
で
に

し
て
、
本
年
募
集
の
圏
聾
師
範
科
生
徒
に
は
、
従
来
の
如
く
學
資
を
給
興
せ
ざ
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関

連

事

項

小
場
恒
吉
の
起
用

大
正
二
年
二
月
五
日
、
小
場
恒
吉
（
明
治
四
十
一
年
一
月
八
日
以
降
本
校
雇
、
図

①
 

る
こ
と
4

な
り
た
り
。
猶
入
學
志
願
者
の
心
得
、
願
書
の
提
出
方
、
選
抜
試
瞼

の
課
目
、
受
験
者
の
携
帯
品
等
は
、
悉
く
載
せ
て
前
記
の
日
の
廣
告
に
あ
る
を

以
て
、
必
要
の
人
々
は
右
に
就
き
て
承
知
せ
ら
る
べ
し
。

0
新
設
道
路
と
門
衛
所
の
落
成
兼
て
記
し
た
る
本
校
楷
内
を
中
断
し
て
、
屏

風
坂
通
り
よ
り
谷
中
へ
通
ず
る
幅
六
間
長
百
廿
六
間
の
新
設
道
路
は
、
昨
年
末

に
至
り
て
全
く
落
成
し、

雨
門
衛
所
も
同
時
に
竣
成
し
た
る
を
以
て
、
本
年
に

入
り
て
よ
り
は
従
来
の
裏
門
は
閉
鎖
せ
ら
れ
、
新
設
道
路
の
中
央
位
置
よ
り
左

右
に
雨
門
を
入
る
こ
と
4

な
り
、
道
路
は
未
だ
車
馬
の
通
行
を
許
さ
ゞ
る
も
、

徒
歩
の
も
の
は
そ
の
通
行
を
獣
許
し
つ

4
あ
り
。
本
校
に
取
り
て
は
不
便
を
来

た
し
た
る
も
、
公
衆
は
餘
程
便
利
を
得
る
な
る
べ
し
。
因
に
い
ふ
公
然
此
道
路

の
車
馬
の
通
行
を
許
す
は
、
束
三
月
末
頃
な
る
べ

し
と
聞
く
。

0
本
校
の
改
築
落
成
と
紀
念
展
翌
會
本
校
の
改
築
は
漸
次
に
竣
成
を
告
げ
、

最
早
大
部
分
は
落
成
し
た
る
繹
に
て
、
此
後
は
供
待
所
倉
庫
等
の
雑
建
物
を
造

螢
す
る
の
み
な
れ
ば
、
左
程
に
手
敷
も
掛
ら
ず
、
且
罷
費
も
本
年
度
限
り
な
り

と
の
事
に
て
来
る
三
月
中
に
は
是
非
共
全
部
竣
成
す
べ
き
筈
に
て
、
此
竣
成
を

告
ぐ
る
と
共
に
、
恰
も
本
年
の
卒
業
式
あ
る
べ
く
、
同
式
は
毎
年
三
月
二
十
九

日
な
れ
ば
、
之
に
引
績
き
て
開
校
満
二
十
五
年
の
紀
念
式
を
畢
げ
、
生
徒
成
績

品
並
に
所
蔵
品
の
紀
念
展
覧
會
を
催
さ
る
べ
し
と
い
ふ
。
日
取
は
未
だ
確
定
せ

ざ
れ
ど
も
三
月
三
十
日
か
三
十

一
日
頃
よ
り
、
凡
そ
五
日
間
位
開
催
せ
ら
る
べ

き
見
込
な
り
と
。

案
科
助
手
）
が
助
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。

小
場
は
明
治
十
二
年
秋
田
県
生
れ
。

同
三
十
六
年
七
月
本
校
図
案
科
を
卒
業
し
、
茨
城
県
立
龍
ケ
崎
中
学
校
、
秋
田

県
立
秋
田
工
業
学
校
の
教
諭
を
勤
め
た
あ
と
、
同
四
十
一
年
一
月
に
本
校
雇

（
図
案
科
助
手
）
と
な
っ
た
。
彼
は
既
述
(535
頁
）
の
よ
う
に
大
正
元
年
か
ら
同
三

年
に
か
け
て
高
勾
麗
古
墳
の
壁
画
模
写
に
従
事
し
て
い
た
が
、
そ
の
傍
ら
、
制

作
に
も
意
欲
を
燃
や
し
、
大
正
二
年
一
月
二
十
五
日
、
彼
の
「
藤
原
式
蝶
躙
彩

色
手
箱
」
は
第
一
回
賞
美
章
受
賞
の
栄
誉
に
輝
い
た
。
こ
の
手
箱
は
前
年
十
二

よ
ろ
ず
ふ
た

月
に
吾
楽
が
開
催
し
た
万
蓋
あ
る
も
の
展
覧
会
（
香
取
秀
真

・
津
田
信
夫

・
石
井
吉

次
郎

・

堆
朱
楊
成
•

藤
井
達
吉

・

豊
川
楊
渓

・

渡
辺
香
涯

・

磯
矢
完
山

・

小
場
恒
吉
ら

出
品
）
の
出
品
作
で
、

こ
れ
が
一
年
間
に
製
作
さ
れ
た
美
術
お
よ
び
工
芸
品
の

中
の
最
優
秀
作
に
与
え
ら
れ
る
『
美
術
新
報
』
主
催
の
賞
美
章
を
授
与
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
小
場
は
日
本
古
来
の
美
術
工
芸
お
よ
び
建
築
装
飾
に
関
す
る
研
究

家
で
、
宇
治
鳳
凰
堂
の
彩
色

模
様
に
着
想
を
得
、
宝
相
花

や
唐
草
模
様
、
慮
躙
彩
色
法

や
金
泥
に
よ
る
毛
描
き
等

々

を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
賞
美
章
授
与
に
つ
い
て
は
、

『
美
術
新
報
』
第
十
二
巻
第
四
号
参
照
。
ま
た
、
同
誌
第

十
二
巻
第
六
号
に
は
小
場
が
腐
骨
と
い
う
筆
名
で
製
作
談
を
寄
せ
て
い
る
）
。

川
端
玉
章
死
去

大
正
二
年
二
月
十
四
日
、
も
と
本
校
教
授
川
端
玉
章
が
死
去
し
た
。

② 

小場恒吉

『
東
京

り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
躍
名

を
応
用
し
て
こ
の
手
箱
を
作
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